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月
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石
倉
八
十
七
郎
(
五
洲
と
号
す
)
は
石
川
県
旧
大

聖
寺
町
の
出
身
、
文
久
二
年
生
れ
で
あ
る
。
五
洲
は

初
等
・
中
等
教
育
界
で
図
画
教
師
と
し
て
顕
著
な
功

績
を
あ
げ
て
い
る
が
、
晩
年
大
正
十
年
ご
ろ
か
ら
昭

和
十
一
年
ご
ろ
に
か
け
て
漢
詩
を
多
く
作
り
、
二
六

三
七
首
の
詩
稿
を
残
し
て
い
る
。
今
回
そ
の
全
詩
を

毛
筆
の
自
筆
の
ま
ま
と
う
写
し
、
編
集
者
山
下
久
男

氏
が
解
説
を
付
し
て
い
る
。
希
望
者
は
加
賀
市
大
聖

寺
東
町
・
加
賀
市
立
図
書
館
内
薮
谷
栄
一
氏
に
申
込

ま
れ
れ
ば
よ
い
。

(
以
上
四
編
杉
原
丈
夫
)
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